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第 2 章においては， O.lnS 以下の立ち上り時間波形の観測を目標に，これに必要な陰極線管の電子
ビーム偏向系として同軸形ヘリカルストリップ遅波回路を考案し，その位相特性について理論ならび













T のスクリーン面に Fiber Optics Plate を使用し，その表面に記録用写真フィルムを密着し輝線波
形を記録する方法の記録速度の限界について解析し O.lnS/cmの記録が充分可能な範囲内にあること
を明らかにするとともに，実験的にこれを示した。また，この記録速度の限界を基準に， Fiber Optics 
記録面の寸法を導く設計指針を検討している。







超高速単発現象波形の観測には超広帯域陰極線管が必要であり，従来は DC~ 2 GHz の帯域に止っ




の成果に基づいて，総合特性として DC~ 5 GHz の動作帯域を持つ広帯域オシログラフを構成してい
る。
このように，本論文は電子管工学の進歩に寄与するところが大きしミ。よって博士論文として価値あ
るものと言忍める。
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